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　高礎波磁界 ピス トン圧 継性懸磁流体 プ ラズマ 加 速腹線 θピ ンチ浅水波モデル
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　 ITER は 超伝 溝コ イル に よ リプ ラ ズマ 密度を 憩
2e

／ボ 以 上 に し よ う と した もので ある が 十 分で な い 。プ ラズ マ 容横、湘熱工 率ル ギ ーを巨 大に し

て も風 力発 電程度で 実用 化 されな い、日本で は中止す るこ とにした．プ ラズマ 灘 熱に最 も良い 礒軣膿易な方法は銅よ り電導度の 良い 黙Dプラズ マ を

JxBに よ り核融龠熱速度に加 漉 しピン チする 事で ある 。プラ ズマ 高密度閉込に鍛も良い 方法 は円盤プ ラ ズマ の 高周波 繰 り返 し加逮 ピン チで ある。い

っ で もど こでも完金無 公霧ポロ ン水素核融含が実羯になる。つ ま り従来立ち上が り時 間μ secの θ ビ ン チ コ イ ル は薄 い 円籀状で極めて 効 率の悪 い も

の で あっ た。顳zの 強力磁界 コ イル は 出来な か っ た事がポイン トで あ る。大 き な エ ネ ル ギ ーが 発散す る こ とな く共鑷 コ イル 容鬣シ ス テム に お いて 確

気 工 ネルPt　一一とキ ャパ シ テ ィ エ ネルギ ー
と高周波 で変換 され るコ イル の 理 論実概．鮒作実 証がなされ た。容籃極細線
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周 電 醜磁界 コ イ ル で あ る。人類 に い まだ無 かっ た事な の で ある 。字宙 に も 無い 事で ある 。こ れ が い つ で も ど こ で も究 全無 放射能跏槙融合 を 可

能 な らし め たの で ある 。
　　ピン チ 過程 を浅水 波モ デル 実験で 解明 し た、こ の 流体モ デル で 波 速 は 脚 プ ラズ マ 運 動 エ ネ ル ギ ー、波 高エ ネ ル ギー一｝Sプ ラズ マ 膩 緒エ ネル ギ

ー

に 離応 させ る 。プ ラズ マ ff一縮 は遽続的 にな され 滅 館力学的エ ン トロ ピ ーの 増加す る苓 漣続 を 持つ 衡撃 波が 生 じる 機 構 はな い こと で る 。熱発 生は 超 き

ず 断熱的に 紙 縮され る 。
　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 慮 図 （浅水 円餓 の

一一ms＞ リ ング状波速 、  は プ ラ
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　　 は プ ラズ マ 羅 力 ρp 及び密 度恥 に 対琳 。ピ ーク保拷時 闘は 踊 罧ゐ 2 ハ勧 磁 2 は ピーク蒔浅

　　 水波半径。エ ネル ギ
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定条件9P．ffda，2is．，〆2c・as’．1’w3／2よ り偽 2 が 求 ま る 。これ らに対

　　 浴 レて ピ ンチ プ ラズマ 半径 d，が もとまる．ここ でh．2は ピン チ陣浅水 波高。プ ラズ マ 閉
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ダと短い 。この こ とlatfンチ 高密度 恥 を蟹性 によ り閉

　　 じ込め るが 出来 る 。naは ピ ンチ が断熱的 に な さ れ る ＄よ り蹴 算 され る。　 JXBにより7
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定プ ラズ マ に 対 して プ ラ ズ マ 長さ は短

　　 い方 が ピ ン チ プ ラズ マ 堵鷽 臨 ，ピン チ賻 闘鵡 が 大きく な り銘 ：核 融合エ ネ ル ギ ー
／ピ

　　 ンチプ ラズ マ エ ネル ギーが 大き くな り コ イ ル 動齷パ ワ ーは概め て 小 さ く訊 上型す ら可 觴

　　 にな る 。コ イル はD．1闘 噸 覆鋼纏
一

アル ミ油容量蔓素 の束で よ くコ イ ル 蘯讐抽 以上 な ら

　　 ばピン チ 欄波数 も小 さ く金 く容易で ある。璽肇容量 に お い て は ア ル ミ ホ イ ル と銅 フ ィ ル

　　 ム タ
ーミナ ル を フ ォ チ キ ッ ス で 接合 し電気 導通が耀 e 容量ス ペ ー

ス も佳 意で ある ．

OlpA22P 核 融 合 アーカ イ ブ室 の 発足 とそ の 活動方針

　　 　　　　　Establishment 　of 　Fusion 　SCience　Archives 　and 　lts　ActiVities

　　松岡啓介、難波忠清、木村一枝、花岡 幸子、★
寺嶋 由 之介、kt

大林 治夫、鼎
藤 田順治

　　　　　　　　　　核 融 合研、＊名 大名 誉 教授、＊ ＊核融合研名誉教授

K ．Matsuoka ，　C．Namba ，　K ．Kimura ，　S．Hanaoka ，★YTbrashima，　de★H．ObayaBhi ，　t ★
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　巨費科学に お け る ア
ーカ イ ブズ は 、過去 の 史実を振 り返 り将来 の 進路 の 参 考 に す るた め 、ま た、市 民 に対 す る説 明責任を果 たすた め に 必 要

で あ る。一方、自然 科 学 の 分 野 にお い て科 学技 術 社 会論 （STS ）の 機運 も高ま b つ つ あ る 。こ れ らを背 景 とし て 、核 融合 研 究 に関 す るア
ー

カ

イ ブ活 動 を よ り推 進 す るた め に、2005 年 1 月 1 目 に核融合 科学研 究 所に 核融合ア
ー

カ イ ブ室が 設置 され た。大学 にお け る核融合関係の 資料

の 収 集
・整 理 ・

保管を行 うこ とを主 た る 日的 とす る。室 の 設 置 に よ り従来 の 活 動 が よ り組 織的 ・
積極的 に行 われ る よ うに な り 、現在ま で に 、

6 件の 共同研 究 （公 開の 基準、オ
ー

ラル ヒ ス トリー（イ ン タ ビュー）、共 同利 用研 の 成立 、国際交流の 年表、実験装置な ど） の 遂行 、松 浦清

剛 ・名 大名 誉教 授 （R 計画 の 創 始 と終結）及び 森野 信幸氏 （核融合研 究に対 す る産 業界の 寄 与）へ の イ ン タ ビ ュ
ー記録 の 出版準 備、山 本賢三 ・

名 大名 誉 教授 への イ ン タ ビ ュー（核融合研 究草創期 に お け る全般的な 出来事 ） の 実施 、KEK −re研大研 究会 「大学共同利用研 究機関の 成立 」

及 び 総研 大研 究 会 「大学k 同利用 機 関 の 成 立 に 関す る史料 ア
ーカイ ブ ズJ にお け る 発表、な ど を行 う と と もに 、デジタル ア ーカ イ ブ ズ に関 す

る 目米 ワ ーク シ ョ ッ プ への 参加 、核 融合 ア
ーカイ ブ ズに 関す る 日米 ワ

ー
ク シ ョッ プ の 開 催 が 予 定され て い る。最 も重 要 な作業は、収集 され た

史料 を読者に公 開するに あた り如何に 便宜を図 るかで あ り、キ
ー

ワ
ー

ドの 見 直 し、登録 方 式 の 検討や NIFS ホ ー
ム ペ ージ上 で の 検索方法の 検

討を行って い る。登 録方式に つ い ては 、国 文学 研 究 資料館 〔総研大 の 基盤機関の
一

つ ）との 連携 を、検索方法に つ い て は 、総研 大 共 通 の 方 式

とす るよ う検 討 を 行 っ て い る。

　共 著者 以外 の 典 同研 究 者 は、（北 か ら、敬称略 で ）佐藤徳芳 （東北大 ・名 誉 教授 ）、高岩義信 （KEK ）、平 田真史 （筑波大》、西 尾成子 （日

大
・
名誉教授）、川 上

一
郎 （目大

・
名 誉 教授 ）、植 松 英穂 （目大 ）、小 島智恵子 （日 大）、竹田辰 興 〔電 通 大 ）、狐 崎 晶 雄 〔高度 情 報 科 学技 術研

究機 構 〉、堀 田慎
一一
郎 （名大）．山口拓 史 （名大）、井澤靖和 （阪大

・
名誉教授）、水内　亨 （京 大）、佐 藤浩 之 助 （九 大 ）で あ る。
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